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1 　はじめに
　平成30年 1 月30日，中京大学 0 号館センタービル 9 階第 6 会議室において，中京大学第11回研究
交流会が開催された。













3 － 2 　当職の発表内容
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違反がどのように変容するかについて，SAE international のレベル分けに従い，レベル 0 からレベ




international のレベル分けに従ってレベル 0 からレベル 5 までの 6 段階に分けての検討が一般的で
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で，その間はレベル 0 ～レベル 3 に準ずるということになる。
　レベル 5 では，ドライバーがいたとしても，従来の意味での安全に運転すべき義務は負わず，注
意義務は課され得ず，過失を認め得ず，刑事責任を問い得ないこととなる。









（ 1 ） 互敦史『交通事故捜査と過失の認定』，p.2， 東京法令出版，2015年
（ 2 ） SAE international J3016 Taxonomy and Definitions for Terms Related to Driving Automation 
Systems for On-Road Motor Vehicles
（ 3 ） 関根道昭，平松金雄「国連自動運転分科会（ITS/AD）における自動運転技術の定義と国際基準
化項目の検討状況」『交通安全環境研究所フォーラム2017講演概要』p.47，2017年
（ 4 ） 「自動運転導入後の交通事故の法的責任の変容～刑事責任と民事責任のあり方の違い～」『中京
Lawyer』vol.25，p.41，2016年
（ 5 ） 詳細は，「自動運転に関するドライバー及びメーカーの刑事責任～自動運転の導入に伴って生じ
る問題点と今後のあるべき方向性」『中京 Lawyer』vol.27，p.15，2017年
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